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名古屋千種□－タリークラフ

承認 1982年8月24日

例会日 火曜日 1230

例会場 名古屋東急ホナル

事務局 TEL763-5110FAX763-5121

会晨 舎人経昭

幹事 池蒋由幸

匡巽会藷委員三尾関武弘
●

題写黒野清宇

9 ロータリーの未来は
あなたの手の中に
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~…今|ﾖの例会 “…･…･………………･……………．．…．．…~

平成22年6月1日 （火）

加藤重雄君 ‘‘日本の老人ホーム”

学んで喜ぶ

私達は毎日の生活の中で、生老病死からもたらされる

種々な苦しみや悩みがありますが、 ″自分より外に自分

を苦しめるものは無い"ことを知るべきでしょう。その

上で目の前の現象や出来事を仏教的なものの見方で理

解し、実行していく事により"因縁"が変わっていくので

す。それが段々と意識に作用しはじめます。道にかなっ

た行為をすれば、自ずと道が得られると知るべきです。

このような仏の教えを学び、実践することが出来るよう

になると、知識の理解とまた妙味の異なる仏教の素II青ら

しさに気づかされることでしょう。ここに教えの特徴と

有難さがあります。さらに具体的な提言を「健康-|-訓」

より学びたいと思います。

1．食うことを少なくし噛むことを多くせよ。

2．来ることを少なくし歩くことを多くせよ。

3．着ることを少なくし浴びることを多くせよ。

4．悶ゆることを少なくし働くことを多くせよ。

5．惰けることを少なくし学ぶことを多くせよ。

6．語ることを少なくし聞くことを多くせよ。

7~怒ることを少なくし笑うことを多くせよ。

8~言うことを少なくし行うことを多くせよ。

9．取ることを少なくし与えることを多くせよ。

10~責めることを少なくし誉めることを多くせよ。

人との関わり合いの中で、生活している私達にとって

健康で穏やかな毎日は大切なことです。そのための心椛

えの＋訓ともいえます。味読すると仏の教えに通じる世

界が広がっていきます。私達の人生には何よりも、自分

の意見に執着しすぎず、柔軟な心が大事です。仏の教え

を聞いて､熟成させ、自分の喜びで人が謹んでくれたら、

人生は楽しいものです。

第1318回

卓話会員

．……･………･………．．……･…先週の例会 ~･……･………･……･………･…………

第1317回平成22年5月25日 （火） 晴

友愛の日

●我等の生業

●ゲスト紹介林常雄様（池森君ゲスト）

今出席報告

会員

出席率

前々回

(41）名 出席36名

80％

1 （修正出席率） 97， 37％
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◆6月会員誕生日

浅井誠寿君（6／1） 小杉啓彰君（6／11）

｜ 池森幹事報告 ’

2010～2011年度ロータリー手帳が来ております

ので、お申込み頂いた方はお持ち帰りください。

次年度会員名簿の訂正･写真の変更のある方､又、

同好会参加のご返事がまだの方は至急事務局ま

でお知らせください。
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|舎人会長挨拶 ’
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鯉
｢友愛の日」いつもとは違い着席ビッフェでのんびりと

｢安定への努力」会長テーマ 本紙は再生紙を使用しております
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ガバナーメッセージ

第2760地区ガバナー大澤輝秀 林 正路

川端さん圭友会のゴルフでお世話になりました突

然ですが親睦委員の皆さん例会後10分くらい残って

下さい第2760地区各クラブ会長。幹事殿

2010～2011年度のための地区協議会が4ﾉ1 181]に

ホテル日航豊橘において、約1500名の参加肴が集

い、磯大に開かれました。私から次年度の田l鳴好

博ガバナーエレクト （名古屋北RC)へのガバナー

引き継ぎも無事終了し、さらに9つの分科会では

それぞれ活発な意見交換が行われたことに感謝申

し上げます。

この1年、私が力を入れてきました織IT率の向

上推進は皆さんに浸透し、大きな成果を挙げるこ

とが出来ました。この地区協議会で成果のあった

15クラブにガバナー賞を贈呈いたしました。例を

挙げますと、名古屋名駅RCは、台湾の友好クラブ

訪問時に、現地で例会出席中の会長が、インター

ネット通信を利用して、中継でクラブ例会に出席

し、高齢会員のITへの理解が深まりました。また

名古屋英RCは、外部から受信したFAXをサーバー

上でPDF化して、幹事へメール転送するシステム

を確立、携帯メールを利用して即時配信を可能に

し、場所や時間に関わらず対応を可能にしていま

す。このほかホームページの開設はもとより IT勉

強会、メール配信等、識IT率の向上のための取り

組みに賛美を贈らせていただきます。受賞された

15クラブは別項で紹介します。

5月は30日から1週間は地区における環境保全

週間となっております。各クラブにおかれまして

は、企業はもとより地域などで活発な喋境保全の

活動をお願いします。

また、 10月に名古屋で開かれるCOP (コップ）

10への理解、協力をお願いします。多くの生き物

と自然を世界の人が大事に守りつつ活用しよう

と、 1992年に誕生したのがCOP (コップ） 、生物

多様性条約です。

この条約には全世界192カ国と欧州連合が参加し

ています。条約には3つの目的があります。第1

に地球上の多様な生物とその生息環境とともに保

全すること、第2に生物資源を持続可能であるよ

うに利用すること、第3に遺伝資源の利用から生

ずる利統を公正かつ衡平に配分することです。

1994年にバハナ・ナッソーでCOP(コップ) 1が開

かれ、今回が10回目なのでCOP(コップ) 10です。

10月 1 l 1]から名古屋国際会議場を中心に開かれ

ます。

私のガバナー年度もあと数えるほどのH数とな

りました。あっという間の1年でしたが、第2760

地区のガバナーとして、最後まで無事務められま

すよう皆さんのご協力をお願いいたします。

池森由幸

愛知医大から卒後臨床研修に来られている林先生を

お連れしました宜しくお願いします

小山雅弘

鈴木聖三さん先日はお世話になりました

西川豊長

自分の不注意で風邪と思っていたら肺炎になり長期

間欠席しご迷惑かけました

舎人経昭

天候が悪い日が続いています何となく体調が悪く

風邪が治りません会員の皆様も健康には充分注意し

て下さい

吉田節美

体調不良と左膝の打撲で長らくご無沙汰しておりま

した

油田弘佑

伊藤健文

小林 明

柵木充明

三好 親

佐野 寛

鈴木聖三

竹内眞三

吉田 玄

今年度もあと一ヶ
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義春

智尚

正敏

萩原喜代子

喜多康夫

久野峯一

宮尾紘司

佐久間良治

鈴木理之

竹内克豊

渡邊源市

月となりました

小杉啓彰

今年度もあと一ヶ月となりました

会員誕生日祝い

｜合計69， 000 円 ’
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次回例会平成22年6月8日 （火） 3階 バロックの間
講演 “最近の第2言語ライティング研究から見えてきた事”

金城学院大学英語英米文化学科専任講師馬場今日子様（元財団奨学生）


